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武庫川女子大学薬学部　健康生命薬科学科　化粧品科学研究室

仁 木 洋 子，平 尾 哲 二

1. 武庫川女子大学薬学部健康生命薬科学科

武庫川学院は，1939年に前身の武庫川高等女学校と
して創設され，現在では武庫川女子大学を核として，保
育園，幼稚園，中学校，高等学校，短期大学，大学院か
らなる女子総合学院として発展しました。武庫川女子大
学は10学部17学科からなり，学生数約8,500名を有す
る日本最大規模の女子大学で，中央キャンパスは兵庫県
西宮市の阪神鳴尾・武庫川女子大前駅のすぐ近くに位置
します。
化粧品科学研究室が所属する薬学部は，中央キャン
パスから1駅離れた阪神甲子園駅が最寄り駅の浜甲子園
キャンパスにあり，コロナ禍前には歓声が聞こえてきた
ほど阪神甲子園球場の近隣に立地しています。薬学部
は，薬剤師を目指す6年制の薬学科と，4年制の健康生
命薬科学科で構成されており，化粧品科学研究室は健康
生命薬科学科に属します。当学科は，新薬臨床試験探求
コース，健康食品開発探求コース，そして健康化粧品探
求コースの3つのモデルケースを準備し，学生自身が将
来の進路に照らし合わせて自由にコースを選択し，少人
数クラスで「美と健康のサイエンスを学ぶ」ことができ
る環境が整っています。

2. 健康化粧品探求コースの教育

1年次から化粧品についての講義が準備されており，
まず「化粧品学総論」で化粧品について幅広い知識を身
に付けます。2年次には皮膚と化粧品のかかわりを深く
学ぶ「皮膚科学」，化粧品のモノ作りを学ぶ「化粧品製
造学」，実際にモノ作りや有用性評価の一端を経験する
「化粧品学実験」が開講されます（Fig. 1）。化粧品学実験
には原料商社の岩瀬コスファ様にご協力いただいてい
ます。学生にとっては，普段は接する機会のない B to B
会社の仕事内容を知り，業界の構図を学ぶ機会にもなっ
ています。3年次からはさらに多くの化粧品関連科目が
準備され，合計9科目が開講されています。
当コースの特色の1つは，多数の外部講師をお招きし
て実践的な講義を行っていることがあげられます。化粧
品業界で幅広くご活躍されている南野美紀先生，菅沼薫
先生，神田不二宏先生，谷都美子先生に客員教授として

ご参画いただいています。豊富なご経験を講義でお話し
いただき，学生にとっては業界の生情報に触れる貴重な
機会になっています。また，学内連携として女子大初の
経営学部から化粧品マーケティングでグローバルなご経
験を持つ神栄美穂先生にお越しいただき，南野客員教授
と共に，マーケティング理論も踏まえて新しい化粧品の
コンセプトを考えプレゼンテーションを行う「化粧品開
発論」をご担当いただいています。3年次の「応用化粧
品学」，「臨床化粧品学」では，アロマテラピー，化粧心
理学，メディカルメイクアップ，フットケア，鍼灸など
について専門家の先生方をお迎えし，薬学部ならではの
実践的な講義や実習が行われます。座学だけでは得られ
ない体験ができる実習では，学生の熱気も普段以上に
なっています。

3. 化粧品科学研究室の沿革

化粧品科学研究室は，2019年に平尾哲二により設立
されました。平尾は，長年資生堂研究所に勤務し，有用
性研究などに従事，2015年からは千葉科学大学薬学部
化粧品科学コースにて，化粧品科学の教育と研究に携
わってきました。2020年4月には，仁木洋子が着任し
ました。仁木は，エスティローダー社の寄付講座では皮
膚科学分野の基礎研究，また，化粧品原料メーカー日本

  

研究室紹介

Fig. 1. 2年次後期開講の化粧品学実験におけるクリーム
作製の様子．
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